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技術経営研究科 社会人を対象とした土曜日中心の大学院



MOTがイノベー ションを創造する

　山口大学は地域社会、国際社会などからの多様
な期଴とニーズに応えながら、高౳教育のॆ実と
学術研究の活性化に౒めています。社会の期଴と
ニーズにはすでにݦ在化したものだけでなく、ݦ
在化はしていないがఈྲྀではۃめて重要視されて
いるものもあります。将来を担う人材の育成を行
う大学は、ࠓという࣌୅だけでなく、ৗにະ来を
ਾえておく必要があります。山口大学は、そうݟ
した観点から、社会動向や社会のニーズをʠ先ಡ
みʡしながら教育研究のվֵとॆ実のプランを立
て、他に先がけて新しい取り組みを行っています。
　その۩現化の一つである「山口大学大学院技術
経営研究科」はイノベーションを目指す企業・組
織をࢧえる「技術経営者」を育成することを目的
としています。ビジネスとςΫノロジーの૯合的
マネジϝンτを学び、イノベーションにおいて中
核的役ׂを担う人材の育成をૂいにਾえています。
　本研究科は、西日本唯一の「MOT（Management 
of Technology）専門職大学院」であり、「MOT教
育ίア・カリΩϡラム」の開発とそれをベースに
した先୺的・実践的な教育活動でզが国の̢̤̩
教育の中核的役ׂを担うとともに、西日本におけ
る技術経営者育成のڌ点的役ׂを果たしてきまし
た。
　本研究科にはアジアにおけるʠMOT教育のڌ点ʡ
に૬応しい教授ਞがଗっており、実務経験者をؚ
む多࠼な教һによって、ੈքਫ४の教育を進めて
います。技術と経営の二つの視点から創造的な成
果を生み出すMOTのਆ਷を学΅うとする社会人の
入学を大いにܴ׻します。

学　長

岡　 正 朗
研 究 科 長

福 代 和 宏

　山口大学大学院技術経営研究科は「地域に根差
しながらグローバルな視点で問題解決に取り組む
<技術経営>者を養成」することをミッションにܝ
げています。<技術経営>者とは、社会や企業・組
織における様々な問題に対し、技術と経営の二つ
の視点から取り組み、創造的な成果を生み出して
いく能力を持つリーμーのことです。
　科学・技術が高度に発ୡし、また社会に広くਂ
くਁಁしている現在、੡造業であれ、αービス業
であれ、企業であれ、ެ的ػ関であれ、技術を効
果的に活用して経営を行うことが必要ෆՄܽに
なっています。
　本研究科はそうした経営を実践できる人材、つ
まり<技術経営>者を養成するため、平成17年に設
立されました。それ以来、本研究科はे༗༨年に
౉って、Ӊ部・広ౡ・෱Ԭで教育をల開し、਺多
くの<技術経営>者をഐ出してきました。൴らは現
在、技術系企業経営者、技術部門リーμー、起業
Ո、ίンαルタンτ౳の立৔で活躍し、地域のイ
ノベーションをリードしています。൴らがどのよ
うな動ػで本研究科に進学し、どのように学び、
どのような成果を得て修了したか、本ύンフϨッ
τにはそういった生の੠がऩめられておりますの
で、͝一ಡくだされ͹޾いにଘ͡ます。
　本研究科の広ౡ・෱Ԭ教ࣨではՆूق中講義࣌
期をআき、通ৗは౔༵日だけの通学で技術経営修
士の学位が取得できるようにカリΩϡラムを組ん
でおります。<技術経営>者となって、地域社会を
をお持ͪのօ様におかれてࢥҾしようという意ݗ
は、本研究科への入学を͝ݕ౼いただきたいとࢥ
います。
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理念と特色

技術経営（MOT; Management of Technology）とは何か？
　

技術経営（MOT; Management of Technology）とは技術を効果的に活用して経営を行うことです。
技術を開発することだけでなく、技術を生かして新しい商品を作り、利益を上げていくことや、技術を利用して
業務効率を向上させることなど、技術経営は企業活動の広い範囲をカバーしています。

専門職大学院とは何か？
　

専門職大学院は、社会的・国際的に活躍できる高度専門職業人養成のニーズに対応した、新しいタイプの大学院
で、ビジネス・MOT分野では、全国で30大学・30専攻あります（2019年5月現在）。
MOT教育は、主として技術系企業の研究開発部門や企画部門に属して社会経験を持った方々を対象に、技術の本
質と経営の両面に精通する能力を養成し、将来CTO（最高技術責任者）、またはその予備軍として活躍されること
を想定しています。

山口大学におけるMOT教育への取組み
　

山口大学では1997（平成9）年に大学院特別講義・社会人特別講座「ベンチャービジネス特論」を開設して以来、
地域共同研究開発センター、経済学部、工学部などの連携のもとで、MOTに関する教材開発、シンポジウム開催、
学部・大学院でのMOT教育などに取り組んできました。2004（平成16）年には工学部にMOT教育推進本部が設
置され、大学院理工学研究科でのMOT専門職プログラムを開始しました。
こうした長期にわたるMOT教育の実績をもとに、2005（平成17）年、西日本唯一のMOT専門職大学院となる「山
口大学大学院技術経営研究科」を開設しました。

ミッション
本研究科は、高い倫理観を備え、地域に根差しながらグローバルな視点で問題解決に取り組む<技術経営>者を養
成します。

ビジョン
本研究科は、<技術経営>者を目指す人々、そして技術経営を教育研究する人々の「最優先志望」となることを目
指します。

アドミッション・ポリシー
本研究科では以下のいずれかに該当する方を学生として受け入れます。　
■  企業、組織、地域、国内外などで自らが中核となってイノベーションに携わり、成果の創出や活用を目指した

取り組みをしようとする人　
■  企業経営や組織運営において、戦略的な視点から技術を活用した価値創造や経営課題解決に意欲を持つととも

に実践に必要な理論や手法を習得して、自ら経営にあたる、経営層を補佐する、将来に向けての経営の一翼を
担おうとする、などの意志を持つ人　

■  知的資産の創出と活用、蓄積した業務経験の活用や体系化などに基づく新規起業や事業・職務の遂行における
高度化などに挑戦的に取り組もうとする人

ディプロマ・ポリシー
本研究科では、技術と経営の二つの視点から問題に取り組み、創造的な成果を生み出していくことのできる<技術
経営>者を養成することを目的としています。所定の期間在学し、所定の単位を修得し、下記の知識や能力を身
に付け、修了審査に合格した学生に技術経営修士（専門職）の学位を授与します。
共通する総合的な能力
■  イノベーションの意義や創発するための方法論について学問横断的に学習・理解し、その知識を主体的に実務

に活用・応用する能力
■  高い倫理観を持って他者と協調して事業活動に取り組む態度を涵養し、社会に貢献する能力
具体的な能力として、以下のいずれかを身に付ける
■  研究開発や事業活動などを組織的に遂行するために必要な知識を学び、自らの課題を正しく把握し、それらに

合理的かつ効率的に対処する能力
■  経済法則の原理と価値の計測方法を正しく学習・理解し、事業活動の成果を経済的価値に結びつける能力
■  知的資産の重要性を理解し、事業遂行に役立てていく仕組みや方法を修得したうえで、自らアイディアを創出

し知的資産化する能力
■  グローバルなフィールドで活躍できるように、多様な社会や文化を理解するとともに、自ら仮説を立てて研究

方法を構築し、遂行する能力

技術経営教育について ミッション・ビジョン・ポリシー
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通ৗの講義科目は1科目2単位です。
特定課題研究ᶗ・ᶘは2年࣍に取り組むものでそれͧ
れ4単位です。
課ఔの修了には、基൫科目6科目（12単位）、特定課題
研究ᶗ・ᶘ（�単位）の必修科目にՃえ、બ୒必修科
目として、ల開科目と応用科目から10科目以上（20単
位以上）、合計40単位以上を修得しなけれ͹なりませ
ん。本研究科の修了者には、技術経営修士（専門職）
の学位が授与されます。

本研究科のカリΩϡラムは基൫科目、ల開科目、および応用科目から構成されています。基൫科目では技術経営
の基本的なߟえ方、また技術経営に関する専門知識を習得する上で基൫となる知識とスΩルを習得します。ల開
科目では基൫科目で習得した知識とスΩルをベースに、戦略立Ҋ、ࡦࢪల開、ビジネスプランニング、課題解決
法、グループマネジϝンτ、知的ࡒ産など、֤分野の専門的知識を学びます。応用科目ではࠓ日の産業քが௚面
する様々な分野の先୺的かつ実践的な課題に取り組むことによって、ߟࢥ力とスΩルの向上をਤります。

科　目　群 必修科目数 単位数

基盤（必修） 6 12

展開（選択必修） 10
（応用科目を1以上含む）

20
応用（選択必修）

特定課題研究（必修） 2 8

合　　計 18 40

मྃཁ݅

社会人の方々がಇきながら修士課ఔを修了できるܗ態です。
લ期ŋޙ期の授業は౔༵日に開講します。
1年࣍のલ期に基൫科目の6科目を、1年࣍および2年࣍のޙ期にల開科目をཤ修します。
1日に2科目をそれͧれ3ίマ（90分ʷ3ճ）ずつ、3ि間で一८するαイΫルでԆ΂5ि、15ίマの授業を行います。
લ期ऴ了ޙ、�月下०から9月にかけて「Նق」ू中講義を行います。
Նقの授業は応用科目で、1日に1科目を5ίマ（90分ʷ5ճ）で、3ि連ଓして行います。
なお、֤教ࣨとも基൫科目はຖ年開講されますが、ޙ期のల開科目とՆقの応用科目はִ年（2年に1ճ）の開講
となりますので͝஫意ください（教ࣨにより開講科目がҟなる৔合があります）。

౔༵೔த৺ͷ։ߨελΠϧ

˙�೥࣍ཤमྫ

˙�೥࣍ཤमྫ

मྃ·Ͱͷཤमྫ

前期（4～7月：土曜日）

時限 科目

1巡目
1～3 テクノロジー・マーケティング特論

4～6 企業戦略特論

2巡目
1～3 オペレーションズ・マネジメント特論

4～6

3巡目
1～3 会計・エコノミクス特論

4～6 MOTビジネス・ロー

夏季（8・9月）

週 時限 科目

1～3 1～5 ライフサイエンスMOT特論

4～6 1～5 グリーンMOT特論

夏季（8・9月）

週 時限 科目

1～3 1～5

4～6 1～5 ものづくりMOT特論

後期（10～2月：土曜日）

時限 科目

1巡目
1～3 戦略思考特論

4～6 国際知財法特論

2巡目
1～3 マーケティングリサーチ特論

4～6 経営組織特論

3巡目
1～3

4～6

前期（4～7月：土曜日）

時限 科目

1巡目
1～3

4～6

2巡目
1～3

4～6 イノベーション・マネジメント

3巡目
1～3

4～6

特定課題研究Ⅰ

後期（10～2月：土曜日）

時限 科目

1巡目
1～3

4～6

2巡目
1～3 オープンイノベーション特論

4～6 創造的問題解決特論

3巡目
1～3 R＆Dマネジメント特論

4～6

特定課題研究Ⅱ

ʪٕज़ܦӦʫऀ をҭ੒するڭҭ՝ఔ

Ϗδϣϯ࣮ݱに޲けて
ઓུをཱҊ

ͦのͨΊの
をల։ࡦࢪߦ࣮

ϏδωεϞσϧと
Έࠐըにམとしܭۀࣄ

ɾൃ૝しࡧ๏を୳ํݱ࣮

νʔϜʢϓϩδΣΫτʣを
ϦʔυɾϚωʔδし

をとるࡦࢪ૪力୲อのڝ

ల։Պ໨܈

〈
技
術
経
営
〉者

基
盤
科
目
群（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
の
基
礎
知
識
） ಛఆ՝୊ڀݚ

੒Ռにڀݚઌ୺の.05࠷
ςʔϚผԠ༻Պ໨ͮ͘ج

Ԡ༻Պ໨܈

஌05.ࡒಛ࿦

άϦʔϯ.05ಛ࿦

ϥΠϑαΠΤϯε.05ಛ࿦

σʔλαΠΤϯε.05ಛ࿦

΋のͮ Γ͘.05ಛ࿦

ઓཱུҊ

Ϗδωεϓϥϯχϯά

ల։ࡦࢪ

՝୊ղܾ๏

άϧʔϓϚωδϝϯτ

஌的࢈ࡒ

ΧϦΩϡϥϜ ։ߨελΠϧɾཤमϞσϧ

ΧリΩϡϥϜͷಛ௃
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൫Պ໨Պج ໨ ܈ त ۀ Պ ໨ ୯ Ґ ਺

൫Պ໨ج
ʢඞमʣ

Πϊϕーション・Ϛωジϝンτ �

ΦϖϨーションζ・Ϛωジϝンτಛ࿦ �

.05ビジωε・ϩー �

ձܭ・ΤίϊミΫεಛ࿦ �

ςΫϊϩジー・ϚーέςΟンάಛ࿦ �

ઓུಛ࿦ۀا �

ల։Պ໨
ʢબ୒ඞमʣ

ΦーϓンΠϊϕーションઓུಛ࿦ �

3�%Ϛωジϝンτಛ࿦ �

ϚーέςΟンάリαーνಛ࿦ �

ビジωεϑΝΠφンεಛ࿦ �

ઓུߟࢥಛ࿦ �

૑଄త໰୊ղܾಛ࿦ �

経営૊৫ಛ࿦ �

リーμーシッϓ࿦ �

๏ಛ࿦ࡒ஌ࡍࠃ �

Ԡ༻Պ໨
ʢબ୒ඞमʣ

஌05.ࡒಛ࿦ �

άリーン.05ಛ࿦ �

ϥΠϑαΠΤンε.05ಛ࿦ �

΋ͷͮ͘Γ.05ಛ࿦ �

σーλαΠΤンε.05ಛ࿦ �

ಛผՊ໨
ಛผϓϩάϥϜʢબ୒ʣ ��·ͨ͸��

Πンλーンシッϓʢબ୒ʣ ��·ͨ͸��

՝୊ڀݚՊ໨
ಛఆ՝୊ڀݚⅠ（必修） �

ಛఆ՝୊ڀݚⅡ（必修） �

本講義はイノベーションの特性（本質やϞデル・理論
など）から、イノベーションマネジϝンτの֤ہ面

（研究開発、アーΩςΫチャ、Φープン・Ϋローズイ
ノベーションまで）の基ૅ知識を習得する。さらに、

「価値創造」だけではなく「価値֫得」を֬อし、そ
の持ଓに向けたイノベーションマネジϝンτも理解す
る。実践研究に関しては、イノベーションの商業化プ
ロセスやデーターαイΤンスによるビジネスインςリ
ジΣンス、ϔルスέアٴび൒ಋ体産業のイノベーショ
ンにおけるビジネスϞデル、さらには国内外のイノ
ベーションࡦࢪまでৄしく論ずる。

ΦϖϨーションズ・マネジϝンτは、人間の大部分を
成するために用いられる。また、΄とܗえ、社会をࢧ
んどの企業の経営の成ޭとࣦഊをࠨӈすることから、
本講義では、チΣーンリンΫϞデルを基に、インプッ
τ（材ྉやΤネルΪーなど）をアウτプッτ（商品や
αービスのܗで）にม׵するプロセス؅理として定義
しΦϖϨーションズ・マネジϝンτが、どのように経
営にӨڹを与えるのかをٞ論する。特に੡品開発、生
産の؅理、αプライチΣーンٴびプロジΣΫτ・マネ
ジϝンτの観点から౼論・ԋ習問題によって受講者の
理解をਂめる。

ΠϊϕʔγϣϯɾϚωδϝϯτ ΦϖϨʔγϣϯζɾϚωδϝϯτಛ࿦

技術を基൫とする経営において、知的ࡒ産のద੾な取
りѻいは必要ෆՄܽであり、国際的なビジネスリスΫ
を効率的に؅理する能力はその重要度を૿している。
本科目では、T3*1T協定౳による国際知ࡒ法੍の基本
的࿮組みを解説しつつ、あわせて日本国法౳における
差ࢭ・ഛঈ੥ٻに܎るຽ法の一ൠ規定の΄か、特ڐ法
をは͡めとする知的ࡒ産法、ෆ正ڝ૪๷ࢭ法、ಠ઎ې
൑手ଓき౳によるฆ૪解ࡋࡋ法、ຽ事ૌু・国際஥ࢭ
決手ଓなど、企業が知的ࡒ産を事業に活用するہ面で
必要とされる法ྖ域の基ૅ部分に関する講義を行う。

本講義では、経営・経済ྖ域でのバッΫグラウンドを
༗さない技術系人材を想定して、経営戦略や事業戦略
の立Ҋ・実行の分ੳに必要ෆՄܽとなる、ࡒ務会計・
؅理会計・ミΫロ経済学の基ૅ的理論と関連する分ੳ
πールの習得を目指す。受講生は日ৗ的に会計਺値に
઀しており、かつ経済学༝来の様々な専門用ޠをビジ
ネスの現৔で利用しているが、そのഎޙにあるલఏや
仮定などについての知識がܽ೗しているέースが多く
受けられる。そこで、こうした知識Ϊャップをຒめݟ
て、より論理的に分ੳを行うための४備をすることが
本講義の目ඪである。

.05Ϗδωεɾϩʔ ձܭɾΤίϊϛΫεಛ࿦

新商品の開発は単に「ػ能する੡品を作る」ことにཹ
まらない。このೝ識の下、本科目では最ॳに商品開発
担当者が知っておく΂きマーέςィングの基ૅ知識を
講義する。つ͗に、٬ސの๊える問題の໌֬化、当該
問題に対する࢑定解としての֓೦設計、֓೦設計に基
づくプロジΣΫτデβインとৄࡉ設計౳、新商品開
発の֤プロセスに関する知識とスΩル（ྫえ͹2'%、
デβインシφリΦ）について講義する。受講生にはΦ
リジφルのアイディアに基づく商品企画をԋ習として
課し、本科目で学んだ知識とスΩルを動һして商品企
画ॻを作成させる。

本特論は、技術経営を学Ϳ上で必要な経営戦略論にか
かわる知識全ൠを身につけることを目的とする。特に
経営学に関連した専門用ޠやディスカッションにࢀՃ
する上で必要な経営分ੳ手法ٴび戦略立ҊのフϨー
ムϫーΫの理解をॿけることを目的とする。M#"で
一ൠ的に講義される内༰の中から、経営戦略論にݶ
らず、技術経営にとって重要とࢥわれる「経営学」、

「マーέςィング」、「ࡒ務」の分野にもয点をあて、
それͧれの専門科目ཤ修が効率的かつ効果的になるこ
とを目指す。

ςΫϊϩδʔɾϚʔέςΟϯάಛ࿦ ઓུಛ࿦ۀا

ج ൫ Պ ໨
技術経営の基本的なߟえ方、また技
術経営に関する専門知識を習得する
上で基൫となる知識とスΩルを習得
します。

ల ։ Պ ໨
基൫科目で習得した知識とスΩルを
ベースに、戦略立Ҋ、ࡦࢪల開、ビ
ジネスプランニング、課題解決法、
グループマネジϝンτ、知的ࡒ産
など、֤分野の専門的知識を学びま
す。

Ԡ ༻ Պ ໨
日の産業քが௚面する様々な分野ࠓ
の先୺的かつ実践的な課題に取り組
むことによって、ߟࢥ力とスΩルの
向上をਤります。

ಛ ผ Պ ໨
特別プログラムɿ学生のグローバル
な視野を涵養するため、本研究科の
ւ外ఏ携ߍにおいて୹期の研修を実
。しますࢪ
インターンシップɿ主として企業に
所属していない学生を対象に、イン
ターンシップを実ࢪします。

՝୊ڀݚՊ໨
受講者が自らのΩャリアύスを想定
したςーマ（事ྫ研究やビジネスプ
ラン౳）をબ定し、教һの指ಋの下、
自主的に調査研究を進めます。

तۀՊ໨ ಺༰ٛߨ
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ల։Պ໨ Ԡ༻Պ໨

本特論では、マネジϝンτと経営組織に関する講義を
行う。本特論の౸ୡ目ඪは、経営組織に関する理論を
学び、修得したߟࢥ方法をもって現実の企業経営を੔
理体系化できるようになることである。企業などの組
織は、ݶݖや成һ間の上下関܎などの֊層的構造を持
つެࣜ的組織がଘ在する。同期入社など成һ間の自વ
発生的なඇެࣜ組織も同࣌にଘ在する。ެࣜ的組織と
ඇެࣜ的組織がࠞ在するなかで組織内の৘ใަ׵が行
われている。本特論の学習を通͡て、二系౷の組織体
系を౿まえたうえで、実務での組織設計を行え͹よい
かへのࣔࠦを与える。

本科目では、Φープン・Ϋローズ戦略と知ࡒτランβ
Ϋション・アϨンジϝンτの観点を౿まえつつ講義を
行う。特に、研究開発աఔと知的ࡒ産、ノウϋウอޢ
と特ڐの੾り分け、ライセンシング戦略、事業戦略と
ඪ४化
 ಠ઎ࢭې法と知ࡒ戦略、技術ఏ携や技術ಋ入
と事業戦略との関わりを中৺に講義する。またݖ利৵
リスΫ؅理に資するスΩࡒૌুの実務を理解し、知֐
ルを֫得することを目的とする。知ࡒτランβΫショ
ン・アϨンジϝンτ౳について۩体事ྫをあげながら
の解説を基本とする。

Ӧ૊৫ಛ࿦ܦ
本講義では、Φープンイノベーションを༗効に実ࢪし
ていくための戦略ࡦ定とその実践方法について学習す
る。現୅のΦープンイノベーションとは何かについ
て、ݹయ的なイノベーション戦略との対ൺによってݕ
౼すると同࣌に、Φープンなビジネスڥ؀にదした企
業のあり方や必要なέイύビリςィーについてݕ౼す
る。そして、イノベーションの在り方とビジネスϞデ
ルの関܎にয点をあてたグループϫーΫを通͡て、受
講生がΦープンイノベーションの必要性とその自社ಋ
入プロセスについてߟҊできるようになることが本講
義の目ඪである。

本特論では、企業・組織における新事業創成に向け
て、研究開発（3�%）マネジϝンτの本質と理想૾を、
理論から実学まで国際的な視点で解説する。3�%マ
ネジϝンτとは経営戦略・事業戦略の意ࢥを効率的、
効果的に実現する方法の一つである。ॳめに、研究開
発の定義とそのྺ࢙的なมભをड़΂、基ૅ・応用・実
用化研究の分ྨから商品化までのྲྀれを໌֬にする。
そのޙ、様々な੡造業における研究開発手法の実ྫを
঺հする。さらに、組織構築論、技術ロードマッϐン
グ論、知的ࡒ産戦略論、意ࢥ決定論、研究開発者の創
造力育成論などにもల開する。

ΦʔϓϯΠϊϕʔγϣϯઓུಛ࿦ 3�%Ϛωδϝϯτಛ࿦ ஌05.ࡒಛ࿦

本科目では、技術経営者によるグローバルな事業൑断
にあたり重要となる、知ࡒอޢに܎る̬̩̤・̧̩̞
̥͂協定などの主要な国際৚໿・協定による国際知ࡒ
法੍の࿮組みについて解説し
 これに基づくԤभถ国・
アジア֤国の知ࡒ法੍度（特ڐ法、商ඪ法、ஶ作ݖ
法、τϨードシーΫϨッτอޢ法੍など）のൺֱおよ
び௚ۙの知ࡒ法੓ࡦに関する講義を行う。また知ࡒラ
イセンスܖ໿、技術ಋ入および技術ࢧԉܖ໿、共同開
発ܖ໿
リスΫ؅理のࡒ໿など国際的な知ܖอ持ີػ
立Ҋに必要な知識とスΩルを֫得してもらうことを目
的する。

本特論では「グリーン」というݴ༿によって象௃され
る地ڥ؀ٿอޢあるいは持ଓՄ能社会の実現に貢献す
る技術の研究開発および事業化についてٞ論を行う。
グリーン技術の研究開発および事業化は国内外の؀
のӨࡦは4%(T関連੓ࠓࡢ特に、ࡦΤネルΪー੓・ڥ
Τネル・ڥを受ける。そこで本特論では、最新の؀ڹ
Ϊー੓ࡦのঢ়گ分ੳを行い、グリーン技術の༗望分野
を໌らかにする。そして༗望分野（ྫえ͹লΤネ、新
Τネ、グリーンマςリアル౳）における研究開発や事
業化の現ঢ়に関するٞ論を行い、受講者の間で知識の
共༗をਤる。

๏ಛ࿦ࡒ஌ࡍࠃ
本特論は、マーέςィングリαーチの重要性を理解
し、その基本的なల開方法を学Ϳことを目的とする。
特に、経営者やリーμーとしての的֬な意ࢥ決定をՄ
能にするため、マーέςィング課題の໌֬化と解決に
য点をあて、৘ใの特定、ऩू、分ੳ、利用、という
体系的なプロセス全体を学習する。よりਂい理解のた
めに、講義では、マーέςィングリαーチを調査プロ
セスと分ੳ手法の̎つの視点から論͡る。ޙ者につい
ては、౷計解ੳが主な手法となるため、ԋ習をަえな
がら౷計学の基ૅ知識を習得する。多มྔ解ੳやػց
学習手法の大要も学Ϳ。

本講義では、企業の価値最大化を೦಄に置いて、合理
的かつ説得力のあるビジネスプランࡦ定と効率的な౤
資意ࢥ決定にয点をߜり、フΝイφンスの知識とπー
ルを実践的に習得する。౤資意ࢥ決定のࡾ要ૉであ
る、ᶃϋードルϨーτの推定方法、ᶄ౤資ධ価ई度の
બ୒と利用、ᶅプロジΣΫτ定義とプランニングにつ
いて実際の企業のデータや設ྫを用いたグループϫー
Ϋࣜܗで学習する。価値最大化という目的関਺の自社
ద用の利点とݶքをしっかり把握したうえで、受講生
が౤資計画を正しく作成・ධ価できるようになること
が本講義の目ඪである。

ϚʔέςΟϯάϦαʔνಛ࿦ ϏδωεϑΝΠφϯεಛ࿦ άϦʔϯ.05ಛ࿦

本特論ではリーμーシップを「ूஂの目ඪを設定し、
その効果的なୡ成に向けてूஂϝンバーの協力と貢献
をҾき出していく能力」と定義する。リーμーシッ
プをめ͙る経営学的理論は、ᶃ特性理論、ᶄ行動理
論、ᶅঢ়گద合理論、ᶆมֵܕリーμーシップ理論の
࢛つに֓Ͷ分ྨされる。リーμーには、問題の設定や
解決、部下のධ価やޑ෣、組織の活性化など、様々な
役ׂが要ٻされる。どれか一つの学説を࠾用するので
はなく、多様な視点を持ͪながら、実務で役立つ内༰
を、技術経営を学Ϳ学生が講義を通して習得すること
を目ඪとする。

本特論では、主に੡ༀ産業やバイΦςΫノロジー産業
にয点をあてる。そして、ポスτήノム࣌୅のࠓ、当
該産業においてςΫノロジーのイノベーションとビジ
ネスのイノベーションは、どのような関܎にあるのが
望ましいのか、۩体的な事ྫに基づきながら୳究する
ことを目的とする。当該産業においては、ෆ֬実性、
ෳࡶ性、学際性、ม化の଎さ、などがビジネスの重要
な特௃となることを学習したうえで、バイΦςΫノロ
ジー企業の解決す΂き課題を論͡る。これまでにڵっ
たέースをূݕし、ある΂き企業戦略、ビジネスϞデ
ルについてٞ論する。

Ϧʔμʔγοϓ࿦
問題解決・意ࢥ決定のߟࢥについて講義する。ຆどの
ビジネスの課題を対応するには、課題の本質を把握、
ద੾な意ࢥ決定をするという一連の基本的なߟࢥプロ
セスがٻめられる。実際、զ々はビジネス上の問題に
௚面した際、ແ意識のうͪに自分なりの経験で解決し
てきた。しかし、問題解決と意ࢥ決定の「技術」なし
で、経験だけにཔるのはݶքがある。この特論では
έースを通して、様々な経験（ࣦഊと成ޭ）を体系化
して、意ࢥ決定・戦略ߟࢥの理論にまとめていく一方、
戦略分ੳ、リスΫに対するߟࢥやήーム理論などの෯
広い内༰の講義を行う。

T3*;（創造的問題解決理論）は特ڐ分ੳに基づくς
Ϋノロジー予測、進化のτϨンド分ੳ、ໃ६マτリッ
Ϋス分ੳと解決ࡦのఏࣔなど、創造的な問題解決のた
めのؼೲ的な理論体系を持っている。本講義では先
ず問題発ݟ・分ੳ・解決能力、ֵ新的な発໌創出能
力、創造的商品の開発能力౳をඈ躍的に高めるための
T3*;の理論的࿮組みとπール体系について学Ϳ。࣍
に、技術の事業性ධ価能力や研究開発౤資の意ࢥ決定
能力向上のためのίンセプτの創造・ධ価手法につい
て理解したޙ、۩体的な事ྫを題材にした実践的な課
題解決ԋ習を行う。

ઓུߟࢥಛ࿦ ૑଄的໰୊ղܾಛ࿦ ϥΠϑαΠΤϯε.05ಛ࿦

಺༰ٛߨ
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技術経営（MOT）専門職大学院における教育の目ඪは、技術と経営のෳ؟的な視点から社会や企業、組織におけ
る様々な問題に対して解決を目指して取り組む力を学生が習得するとこΖにあります。このためにはݸ別の専門
的知識やスΩルの習得にࢭまらず、自ら課題を୳ࡧし、かつその課題の創造的解決に向けて、知識やスΩルを解
決す΂き問題の性質にরらし合わせてબ୒的かつෳ合的に活用する経験が必要です。このような観点から、技術
と経営に関わるྖ域において自ら設定した課題に対し、講義、ԋ習、事ྫを用いた౼ٞなどを通͡て習得した知
識、スΩルなどを૯合して技術と経営のෳ؟的視点から解決を目指した創造的な取り組みを行うのが、特定課題
研究です。
そのため、特定課題研究の成果としては࣍の要݅をຬたすことがٻめられます。

औΓ૊Ή಺༰

■ 専門職大学院において習得した知識やスΩルが活用されていること。
■ ద੾、ଥ当な論理のల開であること。
　  すなわͪ࡯ߟ、౼ݕの対象となるデータはଥ当な方法でऩूされたもので৴པ性が֬อされていること。分ੳ

の手法はద੾なものがબ୒されていること。主ுやఏݴには創意工෉がみられ、すでに知られていることを単
に܁りฦしड़΂ているだけでないこと。

■ ࣍のうͪগなくとも2つを۩備していること。
・ ༗用性ɿ単なるݸ人のײ想や調査結果のཏྻではなく、社会、産業、企業、組織などへの貢献がࠐݟまれること。
・実現Մ能性ɿ主ுやఏݴは実現Մ能性をࣔす内༰になっていること。
・学術的価値ɿ٬観性、ີݫ性、ීว性、新規性、ಠ創性などの点で学術的価値を༗した内༰であること。

特定課題研究は、学生が将来のΩャリアύスを想定した課題ςー
マをબ୒し、自主的に研究を進めるものです。それͧれの学生に
は、主指ಋ教һ1໊と෭指ಋ教һが付き研究の進め方や内༰につ
いてディスカッションなどを通͡て指ಋを行います。この間に全
教һのલで3ճの発ද会を行います。発ද会には΄かの学生もࢀ
Ճしますが、研究ςーマが特定企業の業務内༰に関わるような৔
合にはඇެ開として教һのみの説໌とすることもできます。

日　　程 区　　分

1年次後期 研究テーマと指導教員の決定

２年次5月下旬 計画発表会

２年次11月上旬 中間発表会

２年次2月上旬 最終発表会

ਐΊํ・εέジϡーϧ

*CTのඈ躍的な発లに൐いデジタルΤンジニアリング
（%&）の活用能力がものづくり企業の経営を大きくࠨ
ӈすることから、本講義では%&が੡品企画、開発、
੡造だけでなく、੡品のライフαイΫル全体へどのよ
うに活用され、どのように経営にد与しているのか、
また、それらのݶքと課題は何かについて、技術と経
営の視点によるٞ論とԋ習から%&の問題点を໌らか
にする。また、֓೦設計など設計のॳ期ஈ֊でC"&
౳をపఈ的に活用する解ੳ主ಋ設計（"-%）のߟえ
方を学び、なͥ"-%がֵ新的な੡品を効率的に生み
出すためにۃめて༗効なのか理解をਂめる。

データαイΤンスとは、大ྔのデータから意ຯのある
法則や知識などをಋ出すことである。データαイΤン
スで࢖用される手法は、ಋ出したい知識に応͡て多ذ
にわたる。特に、౷計学、਺学、計ػࢉ科学と関連す
る。そこで、本特論では、実務ద用を実現するために
データαイΤンスの基本֓೦習得をめ͟す。
1）֓ ೦理解、2）体系化、3）理論的基൫の知識修得、こ
の3点を౸ୡ目ඪとする。本特論では、খ規໛なデー
タをもって実習を行いながら、a）データ४備 C）ύター
ンೝ識 c）視֮化 のスςップで知識ಋ出までのフロー
を理解する。

΋のͮ͘Γ.05ಛ࿦

学生のグローバルな視野を涵養するため、本研究科の
ւ外ఏ携ߍにおいて୹期の研修（講義の受講および現
地企業の視࡯）を実ࢪする。また、研修の事લ・事ޙ
に研修先の国々の社会経済を理解するための学習を行
う。これまでの実績としてはマϨーシア工科大学マ
Ϩーシア日本国際工科院やインドネシア・バンドン工
科大学における୹期研修がある。

ಛผϓϩάϥϜ

σʔλαΠΤϯε.05ಛ࿦

主として、企業に所属していない学生を対象に、イン
ターンシップを実ࢪする。すなわͪ、特定の専門分野
の業務経験を積むため、学生からのر望をもとに日本
やւ外の企業や組織において業務にै事する。

Πϯλʔϯγοϓ

Ԡ༻Պ໨

ಛผՊ໨

受講者は将来のΩャリアύスを想定した課題ςーマを
બ୒し、自主的に調査研究を進める。教һは、受講者
が調査研究の目的をୡ成できるよう、ディスカッショ
ンを通して、リαーチデβイン、研究の進め方、内༰
౳について指ಋを行う。

受講者は特定課題研究ᶗにおけるリαーチデβインに
基づき、調査研究を実ࢪする。調査研究においては、
本研究科で習得した知識やスΩルを活用することがٻ
められる。調査研究の進௙は中間発දによって֬ೝす
る。研究成果としてใࠂॻのఏ出とプϨθンςーショ
ンを課し、༗用性、実現Մ能性、学術的価値の観点か
らධ価する。

ಛఆ՝୊ڀݚⅠ ಛఆ՝୊ڀݚⅡ

՝୊ڀݚՊ໨

マレーシア工科大学マレーシア日本国際工科院における短期研修
͜Ε·Ͱͷಛఆ՝୊ڀݚͷςーϚ

技術ઓུ・ڀݚϚωジϝンτ
■ 新規設備౤資における設備ίスτ௿ݮの方ࡦ
■ ர造技術のܰྔ化ୡ成プロセスの構築
■ #社のػ能੡材ྉの開発における技術的࡯ߟ

஍ҬΠϊϕーション
■ 中国地域における݈߁৯品産業の高度化のఏҊ
■ 自࣏体における産業੓ࡦのஈ֊的構造と課題
■ 地域活性化に資するഇߍ利用の在り方のఏҊ

ɹઓɹུۀɹࣄ
■ 化学企業における中間体事業の戦略について　
■ C社のアグリビジネスのల開について　
■  %社のフィルム事業のリスτラΫチϡアリングに

関する࡯ߟ

ͦɹͷɹଞ
■ 将来の自動ं産業におけるビジネスϞデルのݕ౼
■ 自社の経営ঝܧと経営体質վળ
■ カスタマーαービス向上をਤる研修੍度վֵ
■ 中ݎ・中খ企業における経営มֵプロセスの研究

஌ɹతɹࡒɹ࢈
■  特ڐ価値ධ価を核とした̞̥ίンαルςィングの

࡯ߟ
■ 中খ企業における知的ࡒ産戦略のࢧԉ

಺༰ٛߨ 特ఆ՝୊ڀݚ
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άΣϯŋϑʔŋϑοΫ
।ڭत

■ 担当科目
戦略ߟࢥ特論、イノベーションŋマネジϝ
ンτ、特定課題研究

■ 学歴・経歴
1993年ϗーチミンࡒ੓会計大学国Ոࡒ੓専
攻修了。2001年ਆށ大学大学院経済研究科
ത士ޙ期課ఔ修了。同大学より経済学ത士
授与。2002年ਆށ大学大学院経済学研究科
専任講2005。ࢣ年より本研究科。日本経済
学会会һ、研究・技術計画学会会һ。

ੴ໺༸ڭ�ࢠत

■ 担当科目
イノベーション・マネジϝンτ、マーέςィン
グリαーチ特論、ライフαイΤンスMOT特
論、特定課題研究

■ 学歴・経歴
19�7年౦ژ大学೶学部೶ܳ化学科ଔ業。同
年ライΦンࣜג会社入社。日本ίカ・ίー
ラࣜג会社ۈ務1999、ޙ年౦ژ大学大学院
工学系研究科先୺学際工学専攻修了。ത士

（工学）。ೆカリフΥルニア大学、理化学研
究所、広ౡ大学を経て、2011年より本研究
科。人工知能学会、৘ใ処理学会౳会һ。
ஶॻにʰϒランド・リϨーションシップʱ

（同文ؘ出൛、ୈ10ষ）、h Ҩ఻的アルΰリ
ズム4 （ɦ産業ਤॻ、ୈ12ষ）など。

দӜྑڭ�ߦत

■ 担当科目
会計・ΤίノミΫス特論、ビジネスフΝイφン
ス特論、Φープンイノベーション戦略特論、
特定課題研究

■ 学歴・経歴
1995年一ڮ大学大学院商学研究科ത士ޙ期
課ఔ単位取得。同年山口大学経済学部講
1996年山口大学経済学部ॿ教授。2002。ࢣ
年山口大学大学院౦アジア研究科を݉担。
2005年より本研究科。日本会計研究学会会
һ。ஶॻにʰ会計学研究 （ɦ中ԝ経済社）、

ʰ会計と฽記の新ల開 （ɦ中ԝ経済社）。༁
ॻにϘイϠーh 技術価値ධ価 （ɦ日経#1社）、
教授 h 戦略的技術マネジϝンτ （ɦ日本ධ
論社）など。

ཧࣄ・෭ֶ௕
্੢ɹڭ�ݚत

■ 担当科目
創造的問題解決特論

■ 学歴・経歴
19�5年山口大学大学院工学研究科修士課ఔ
修了。1992年۝भ大学よりത士（工学）授
与。19�5年山口大学にۈ務。工学部ॿ教
授、教授を経て2005年より本研究科。ୈ
14ճ山口ݝ科学技術ৼڵ঑ྭ৆受৆。日本
MOT学会理事。200�年より2010年まで技
術経営系専門職大学院協ٞ会（MOT協ٞ
会）会長。؂༁ॻにʰ戦略的技術マネジϝ
ンτ （ɦ日本ධ論社）。2005年4月から2015
年3月まで研究科長。

Ҵ༿࿨໵ڭ�त

■ 担当科目
企業戦略特論、リーμーシップ論、特定課
題研究

■ 学歴・経歴
積ਫ化学工業ࣜג会社ۈ務を経て、1995年
໌࣏大学大学院経営学研究科ത士ޙ期課ఔ
ୀ学。経営学修士、山口大学ത士（学術）。
ಙ山ঁࢠ୹期大学、ಙ山大学経済学部教授
を経て、2007年より本研究科。経営࢙学会
理事。ஶॻに共ஶʰίンビφーτ౷合日本
のੴ༉・ੴ化産業の࠶生 （ɦ化学工業日ใ
社）、ฤஶʰੴ༉化学産業と地域経済ʵप
ೆίンビφーτを中৺としてʵ （ɦ山઒出
൛社、ୈ1ষ）など。

तڭխ࿨�।ڮߴ

■ 担当科目
経営組織特論、イノベーション・マネジϝ
ンτ、データαイΤンスMOT特論、特定
課題研究

■ 学歴・経歴
1996年ஜ೾大学大学院経営�੓ࡦ科学研究
科修了。同大学より修士（経営学）を授
与。2010年ஜ೾大学大学院ビジネス科学
研究科修了。同大学よりത士（シスςム
ズ・マネジϝンτ）を授与。1992年日経リ
αーチ入社。企業調査、マーέςィングリ
αーチ౳にै事。2010年܈അ大学教育学部
講ࢣを経て2012年より本研究科。৘ใ処
理学会、ిؾ学会、人工知能学会、"CM

（"TTocJatJonfoS ComQVtJng MachJneSy）、
*&&&会һ。

େౡ௚थڭ�त

■ 担当科目
創造的問題解決特論、特定課題研究

■ 学歴・経歴
1993年໊ݹ԰大学大学院工学研究科ത士ޙ
期課ఔ結থ材ྉ工学専攻修了。同年๛ڮ技
術科学大学ॿ手。1999年、山口大学工学部
に講ࢣとしてෝ任、஠化෺൒ಋ体材ྉの高
品質化に関する研究にै事。2002年、ΦϨ
ΰンभ'&ライセンスを取得。2003年、工
学部におけるMOT（技術経営）教育活動
にै事。同活動に対し2004年山口大学工学
部より教育৆受৆。2005年3月、山口大学
学長දজ（ޭ績৆・ベスτςィーチャー部
門）受৆。2005年より本研究科。

෭ڀݚՊ௕
Ԭຊ࿨໵ڭ�त

■ 担当科目
3�%マネジϝンτ特論、イノベーション・
マネジϝンτ、特定課題研究

■ 学歴・経歴
౦ژ大学大学院工学系研究科修了。ϋー
バード大学経営大学院1M%修了。/JLon 
3eTeaSch・7Jce 1SeTJEentを経て、ࣜג会
社ニίン・開発部門θネラルマネジャー。
2005年大ࡕ大学特任教授、2016年度より本
研究科。201�年日本学術ৼڵ会研究開発専
門ҕһ会ҕһ長。工学ത士（౦ژ大学）。
ஶॻに、共ஶʰMOT 研究開発マネジϝン
τ入門 （ɦே૔ॻళ）、分担ஶʰ3࣍ݩシス
ςムインύッέージと材ྉ技術 （ɦシーΤ
ムシー出൛）など。

Պ௕ڀݚ
෱୅࿨ڭ�޺त

■ 担当科目
ςΫノロジー・マーέςィング特論、
グリーンMOT特論

■ 学歴・経歴
199�年大ࡕ大学大学院工学研究科ത士ޙ期
課ఔڥ؀工学専攻修了。ത士（工学）。同
年日立੡作所入社、ྫྷ೤ثػ開発にै事。
2001年ۭؾ調࿨・Ӵ生工学会学会৆受৆。
2002年山口大学工学部講2005。ࢣ年より本
研究科。ۭؾ調࿨・Ӵ生工学会技術フΣ
ロー。日本ػց学会、日本ݐ築学会౳会
һ。

஛಺੣໵ڭ�त

■ 担当科目
MOTビジネスŋロー、国際知ࡒ法特論、
知ࡒMOT特論、特定課題研究

■ 学歴・経歴
日本国ห理士。ܚ応義क़大学経済学部、法
学部ଔ業。中ԝ大学大学院法学研究科ത士
લ期課ఔ修了（法学修士）、ӳ国&EJnCVSgh
大学ロースΫール大学院ޙ期研究課ఔ
3eTeaSch -aX 1SogSam修了（3eTeaSch --�M
授与）、ӳ国OYfoSE大学(SaEVate 1SeTeTTJonal 
1SogSamཤ修、OYfoSE大学ロースΫール٬
һ法学者（2016�2020年）、国連8*1O知ࡒ
஥ػࡋ構国際஥ࡋ調ఀొ׭࿥（2019年）。
本部、日本*#Mࡒ会社法務知ࣜגػඛిࡾ
会社*1 -aX %eQaStment࣍長ห理士ࣜג
を経て、2015年より本研究科。

य़ࢁൟ೭ڭ�त

■ 担当科目
ΦϖϨーションズ・マネジϝンτ特論、
ものづくり̢̤̩特論、特定課題研究

■ 学歴・経歴
1993年۝भ工業大学大学院৘ใ工学研究科
৘ใシスςム専攻修了、౦ژ理科大学大学
院工学研究科ത士ޙ期課ఔػց工学専攻修
了。同大学よりത士（工学）授与。1993年
日立ۚ属ࣜג会社入社。全社重要研究ςー
マ、新Ӷ工৔開発設計、ΦϖϨーションマ
ネジϝンτ౳にै事。1999年෱Ԭݝி入
ி。新産業・新事業創出のための産学׭プ
ロジΣΫτ౳にै事、専門研究һを経て
200�年より本研究科。2013年度ܰۚ属論文
৆受৆。日本ػց学会、ܰۚ属学会౳会
һ。

ಛ໋教育৬һ・٬һ教त

৿լढ़యɹڭतʢಛ໋ʣ ౦༸᭄߯ࣜגձࣾɹސ໰

ኍാ৳༤ɹڭतʢಛ໋ʣ ໰ސձࣾ౦ԣΠンϗςϧɹࣜג

ྛɹ༟ࢠɹڭतʢಛ໋ʣ +$3ϑΝーϚࣜגձࣾɹࣾ֎औక໾

तɹڭਿӳརɹ٬һߴ ෭ຊ෦௕ۀࣄ̩̞・໾һߦձࣾιϧίϜɹࣥࣜג

����೥�݄�೔ࡏݱ
һ঺հڭ
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なͥMOTを学Ϳのか？Φープンイノベーションを目指して
はΤϨΫτロニΫス業ք向けの૷置੡作やࢲ　
部品Ճ工を主とした創業経営者です。創業来、
経験とצと度ڳ（,,%）でマネジϝンτしてき
ましたが、ࠓࡢのܹٸな社会ม化とύラμイム
シフτ、そして技術ֵ新のスϐードに対応する
には,,%だけでは೉しいとこΖがあり、高度な
論理性を学びたいとࢥっていました。特に中国
を中৺としたアジアの୆಄はஶしく、ޙࠓ会社
をकり、উͪ組企業になるためには知ࡒなどを
བྷめた高度技術や会社のಠ創性を発شしなけれ
͹ならないとڧくࢥっています。
ってউෛし߆もϞノつくりや技術にޙࠓはࢲ　
ていきたいとࢥい、技術経営の論理性と,,%の
両࣠経営によるΦープンイノベーション戦略を
志向して໛ࡧしていましたら:6MOTに行きつ
きました。ここは他の大学シラバスとൺֱして

も講義内༰と科目はॆ実していますし、経験๛
෋な先生方や多छ多様な社会人学生での学びの
৔は、何とも୅えがたく、学΂ることが༗意義
で大มૉ੖らしいものです。また社会人にཤ修
しやすいようにि຤を中৺としたカリΩϡラム
で構成されていますし、έース教材やԋ習をަ
えたディスカッションはਂくؾ付きを与えてく
れます。࣌にはϨポーτ課題に಄೰ませますが、
それをやりऴえたときのୡ成ײは本当に格別な
ものですし、先生方もަえたり、ۤ࿑を共にし
た社会人学生との࠙਌会の৔もまた大ม༗意義
なもので、ここで築くMOTネッτϫーΫや学び
はޙࠓの人生においても大ม৺ڧいものになる
と֬৴しています。
　ະ来を੾り୓くために一ॹに学びませんか。

　人口ݮগやগࢠ高ྸ化、産業構造のม化に൐
う地域間ڝ૪のܹ化など、地方行੓を取りרく
しさを૿しています。そうしたݫは一ஈとڥ؀
中、大ྔのެ共データを所؅する౷計分ੳ部門
に所属するࢲは、ެ共データ活用による地域活
性化や課題解決の重要性をೝ識し、山口大学
MOTで理論と実践の手法を学びたいとߟえ、入
学しました。それまでは、自ܒݾ発で৘ใ処理
技術者ࢼ験などを活用してきましたが、ಠ学に
よるݶքを͡ײていたことも、MOTの門をୟい
た大きな理༝でした。
　在学の2年間は、経験๛෋な先生方の講義や、
ԋ習やέーススタディ、ディスカッションを通

͡て戦略的な視点から価値創造や課題解決手法
を学Ϳことができました。そして、ຖճの授業
は、ಠ学やص上では得られないڻきとܹࢗの連
ଓでした。MOTのカリΩϡラムをऴ了した現在
では、௚面する課題解決へのアプローチが、入
学લとൺ΂て໌らかにมわったことを実ײして
います。また、֤企業で活躍している学生同士
のަྲྀも活発で、知識だけでなく人的ネッτ
ϫーΫを広げることができたのも、大きなࡒ産
となりました。
　みなさんもͥͻ、山口大学MOTで自ݾ研ᮏと
スΩルアップを実践してみませんか。

ձࣾϐーΤϜςΟーࣜג
୅දऔక໾

޾୩஧ژ

（所属ŋ役職は当࣌）

MOTで自ݾ研ᮏとスΩルアップを

෼ੳ՝ܭɹ౷ݝޱࢁ

தଜӳਓ

मྃੜϝοηʔδ

は19��年に入社して以来、研究業務に取りࢲ　
組んでおります。MOTへの挑戦のきっかけは、
Τンジニアリング部門やマネジϝンτ部門との
協業が必要になってきたことです。他分野のϝ
ンバーとの仕事を経験し、事業計画、経済分ੳ、
生産؅理などの経営に関する知識ෆ଍を௧ײし
ました。
　山口大学でMOTを学んだことにより、仕事に
対するߟえ方がมわってきたとࢥいます。これ
までは技術や人材などの自社資ݯをベースに研
究ςーマをߟえていました。

　しかし、MOTを学Ϳ間に、自社が属する事業
分野で「なす΂きことは何か」をଊえることが
最も重要だと知りました。このԋ៷的発想法は
プロジΣΫτマネジϝンτ、技術戦略論、経営
戦略論など、全ての講義の本質を理解する上で
重要だとࢥいます。
　MOTの知識は社会人に必ਢです。また、先生
方や同ڃ生の方々との出会いは一生のๅとなる
でしΐう。仕事と学業の両立は大มですが、օ
さん、技術経営研究科で学んでみませんか。

　ۙ年、ビジネスのグローバル化、ڥ؀対応へ
のݫしい要ٸ、ٻ଎な技術進化など自動ं業ք
を取りרくڝ૪ڥ؀は益々ݫしいものとなって
きています。このようなڥ؀下において、技術
研究所に所属しているࢲは、技術戦略、知ࡒ戦
略、プロジΣΫτマネジϝンτなどMOTを体系
的に身に付ける必要性を͡ײていました。その
ような࣌に、山大MOTの広ౡ教ࣨが開講される
ことをࣖにし、入学することにしました。
　本学は経験๛かな先生方による೤৺な講義に
Ճえて、ディスカッション、ԋ習が多く੝りࠐ

まれており、実践できるMOTを身に付けるため
に工෉されたカリΩϡラムになっています。ま
た、先生方だけでなく、生ెも様々な分野のプ
ロが多く、これら多࠽なϝンバーと講義におけ
るディスカッションにཹまらず、講義ޙに一ഋ
やりながら೤くޠり合えたことは、将来に向け
た大きなࡒ産になりました。ଔ業ޙもこのネッ
τϫーΫを活かし、MOT能力をຏくと共に日々
実践して行きたいとࢥっています。
　օさんも本学に入学し、生きたMOTを身に付
けませんか。

人的ネッτϫーΫの創造も大きなࡒ産

Ϛπμࣜגձࣾ
技術ڀݚॴ

ຊ࿨෉ࡔ

MOTとの出会い

務һには、ॊೈな発想と๛かな創造力ެ、ࠓ　
をもって地域にັ力的なプランをఏҊし、その
実現に向けた行動力とٻ৺力を発شできる「人
められています。MOTは、こうしたスٻが「ࡒ
Ωル・ノウϋウの習得に最దなカリΩϡラムで
あるとߟえていたとこΖ、2007年度、職৔と同
͡広ౡࢢ内に、山口大学大学院技術経営研究科
の教ࣨが開設されると知り、ࢥい੾って入学さ
せていただきました。入学当ॳは、仕事との両
立がՄ能か、講義についていけるか、ෆ҆もあ
りましたが、౔日のみの開講など、社会人が受
講しやすいڥ؀を用意していただき、仕事上の
౎合でܽ੮することなく、また、先生方には、
講義や課題を通͡て、࣌にはマンπーマンで、
೤৺に͝指ಋいただき、なんとかམͪこ΅れず
にଔ業することができました。
　山大MOTの講義は、単に理論を಄に٧めࠐむ

ものではなく、έーススタディやԋ習を中৺と
した、ۃめて現৔的・実践的な内༰で、戦略的
は͡め、技術経営に関する知識・理論・スߟࢥ
Ωルが習得できます。おかげさまでࢲ自身、新
しくٻめられているެ務һ૾にগしはۙづけた
ものと自ෛしています。また、多࠼なΩャリア
をお持ͪの先生方のࣔࠦに෋んだお࿩はもとよ
り、ຽ間企業౳での現৔経験๛෋な社会人学生
とのディスカッションなど、在学中の̎年間は、
まさに༗意義な経験の連ଓであり、و重なަྲྀ
の৔でもありました。このૉ੖らしいネッτ
ϫーΫを築けたことは、ࢲにとって何෺にも୅
え೉いࡒ産となっています。
　自分をมえたい、スΩルアップしたい、ネッ
τϫーΫを広げたいとࢥっているօさん、山大
MOTはそんなあなたに最దです。

ηンτϥϧ঳ࣜגࢠձࣾ�
Խֶڀݚॴ
೶ֶത࢜

ໟརɹ༐

、は:6MOTに入るલは、技術力があれ͹ࢲ　
੡品はചれるというߟえでした。しかしۙ年、
グローバルかつスϐーディーな社会となり、技
術力だけではউͪଓけられないことを೰んでい
た࣌に、:6MOTに出会いました。
　h 技術は௠෗化する。だから、マネジϝンτ
が必要である。ɦ :6MOTでは、まさにࢲの欲し
かった౴えがあり、それを教えてくださる実践
的で専門的知識を持つ先生方、また同͡೰みや
志を持つΫラスϝイτがいました。カリΩϡラ
ム構成はす΂ての講義が連動し、多֯的な知識
が得られると当࣌に仕事に௚結する内༰である
ために、課題վળや、技術・事業戦略のߟえ方な

ど、ෳࡶなジグιーύズルのϐースがͽったり
はまっていく֮ײでษڧができ、その結果、ঢ়
に応͡たマΫロ・ミΫロの視点や長期・୹期گ
Ϩンジの࣌間࣠を੾りସえて෺事をߟえられる
力が付きました。また、業छ、役職もҟなるΫ
ラスϝイτの意׵ަݟ・ަྲྀは新઱で、職৔で
は得られない意ݟや発想のݯઘとなり、2年間の
ۤ࿑を共にした新しい༑人を得たことも大きな
。産ですࡒ
　ものづくり企業のみなさん、MOTは、もの
づくりを利益、ڝ૪力にมえる重要アイςムで
す。新しい஥間とアイςムを手に入れるために、
:6MOTを೷いてみませんか。

技術は௠෗化する　だから、マネジϝンτ

ιχーࣜגձࣾ

֎઒߶޿

MOTがおもしΖいʂ、ࠓ

経ۀ࢈ࡁল
தࠃ経ہۀ࢈ࡁ

ฏҪ৴ٛ
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෧౵のදに「技術経営研究科学生ืू要߲ر望」とगॻきし、ฦ৴用෧౵を同෧して下記あて͝੥ٻください。
ฦ৴用෧౵（֯2ܕ߸）には、ૹ付先の༣ศ൪߸・ॅ所・໊ࢯを記入し、੾手（250ԁ、଎ୡの৔合は540ԁ）
をష付してください。

学生ืू要߲の੥ٻ

■ 募集要項請求先 　山口大学工学部学務課入試係　
　　　　　　　　　  〒755-8611 山口県宇部市常盤台2丁目16-1
　　　　　　　　 　 TEL 0836-85-9012

ձࣾࣜגຊ৯඼ڮ
୅දऔక໾ࣾ௕

޺ຊ࿨ڮ

「஬の目」から「ௗの目」へ
のࡊお೑とお૜、͗ܧは、๢き෕਌の੻をࢲ　
੡造খചを営む企業の経営者をしています。ಥ
વの事業ঝܧで、知識と経験のෆ଍から、ࢥ
うに任せ͵日々。自分をมֵしたい一৺で、
:6MOTの門をୟきました。
　2年間、多࠼なバッΫグラウンドをもつ先生方
やΫラスϝイτと、教ࣨで、また授業ޙのډञ
԰で、೤いٞ論を重Ͷました。マϨーシアへの
研修೿ݣのػ会も得て、多様性にあ;れたੈք
を֞間ݟました。成果として、ࢲ自身のߟえ方
がมわったことを実ײしています。
　一つのม化は、目ઢの高さのม化です。入学
લまでは、自分たͪが置かれている現ঢ়のԆ
長ઢ上だけで෺事をߟえていました。しかし、
:6MOTでの学びで、「ある΂き࢟をまず設定し、
そこから現ঢ়をݟ下Ζして、Ϊャップをුきூ
りにする」という戦略ߟࢥが育ͪました。地面
をഝう「஬の目」から、ۭ高くඈͿ「ௗの目」へ
のシフτです。
　もう一つのม化は、論理的ߟࢥ力を身につけ

たことです。:6MOTでは、科学的根ڌに基づ
く論理ల開がٻめられます。Ϩポーτにいくら
೤いࢥいを௲っても、根ڌがബけれ͹、いい点
਺がつくことはありません。「צ・経験・度ڳ」
の,,%から、「科学的・根ڌ・データ」の新しい
,,%へと、ࢲのߟえ方は進化しました。
の会社にも、間ҧいなくプラスの効果が生ࢲ　
͡ています。自લ主義にこだわらず、社内外の
リιースを組み合わせてվֵをՃ଎した結果、
大ܕの補ॿۚの֫得や、ςϨビہ・新ฉ社から
の取材など、成果が目にݟえて出始めました。
:6MOTで学んで本当によかったʂと͡ײてい
ます。
　:6MOTには、O#主催のษڧ会を定期開催す
る఻౷があります。ࢲは、修了௚ޙのษڧ会で
講ࢣをつとめ、̎年間の学びと実務への൓өに
ついてお࿩しました。ࢀՃされた先生方、学༑
ॾࢯからいただいたフィードバッΫは、かけが
えのないものでした。これからも、:6MOTでの
̎年間をૅとして、研ᮎをଓけたいとࢥいます。

೔ຊςΩαε・Πンεπ
ϧϝンπ߹ಉձࣾ
ௐୡ෦ࡐࢿࡍࠃ
.BLF�+BQBO�Ϛωージϟ

ᖛ࡚๜߁

:6MOT修了は୳ٻの始まり
　外資系൒ಋ体ϝーカーにۈ務しており、アϝ
リカ本社のマネージャの΄とんどがM#"を取
得、ৗに論理的な会࿩をしている事に৮発され
同͡立৔で会࿩をしようと意ࠐؾんで入学した
:6MOTでしたが、仕事で๩しい日々の中、自
୐からԟ෮5࣌間のిं通学、ٱしͿりのษڧ・
୔山のϨポーτ・特定課題研究と挑戦の2年間と
なりました。しかし、そこで知り合いָۤを共
にしたΫラスϝイτは一生の༑となり、実践経
験๛෋な先生方より学んだ事は得೉い知識であ
り体にછみついてࠓのࢲをࢧえてくれています。
修了したࠓ、これఔ自部ॺの戦略、戦術、リー
μーシップについて日々ߟえる事になるとはࢥ
いもせず、:6MOTで学んだ࣌以上に文献をಡ

みړる日々がະだにଓいています。ۤ手だった
フΝイφンスや実践で役に立っているマーέ
ςィング論、戦略ߟࢥ、経営戦略論、リーμー
シップ論、また、マϨーシアでのւ外研修で๚
問した大学や企業の方々から得られた生きた৘
ใ、ڍげたらきりのແいくらい୔山の事を学び
ました。修了したॆ実ײ・ୡ成ײは格別で、ま
た、手ݩに࢒った特定課題研究の成果は一生の
ๅ෺です。これからまだまだ:6MOTで学んだ
事を実践で活かしながら、自分なりのMOTを୳
しଓけて行きます。:6MOT修了はそのऴわるٻ
事のແい୳ٻの始まりにա͗ず、このϫΫϫΫ
はまだまだଓきます。

ձࣾミΧαࣜג
୅දऔక໾ࣾ௕

ഢ༞ೋࠤ

:6MOTには学Ϳָしさがあります
　ॾ事৘によりٸᬎ社長をഈ໋し、5年がա͗ま
した。自身の知識と経験のແさがނに運営がࢥ
うようにいかず೰む日々がଓいていました。そ
んな中知人から:6MOTを঺հして௖き、会社
をมえるにはまず自分から、と一೦発起し受講
を決৺しました。
　戦略的ߟࢥや分ੳ方法を教えて௖き、もっと
ૣく学習しておけ͹、とޙչすると同࣌に࣍々
と出てくる課題に໌け฻れました。平日業務を
行いながらのཤ修は֬かにつらい࣌もありまし

たが、そんなときにはஸೡに教授ਞにフΥロー
もして௖きました。
　しかしそんなਏいことも;きඈ͹してしまう
΄どの「学Ϳָしさ」と「学びにٌえた஥間たͪ」
が:6MOTにはあります。社会人のօ様にੋඇ
受講をおקめいたします。
　l人は学Ϳ生き෺であるz いつまでもલ向き
であるために、チャϨンジングであるために、
:6MOTの門をたたいてみませんか。

入ࢼ日ఔ

試験日 出　願　期　間

第１回 2021年10月 3日（日） 2021年 9月 1日（水）～ 9月 8日（水）

第２回 2022年 2月 6日（日） 2022年 1月17日（月）～ 1月24日（月）

科目౳ཤ修生

■ 問い合わせ先 　山口大学工学部学務課教務係
　　　　　　　　　TEL 0836-85-9010

科目౳ཤ修生として入学をڐՄする৔合があります。ৄしくはお問い合わせください。

本専攻で教育を受けることは、ް生࿑ಇল教育܇࿅څ付（専門実践教育܇࿅څ付）の対象になります。
。はް生࿑ಇলならびにϋローϫーΫのウΣϒϖージを͝ཡくださいࡉৄ

専門実践教育܇࿅څ付ۚ

■ ް生࿑ಇল「教育܇࿅څ付੍度」
httQT���XXX�mhlX�go�KQ�Ttf�TeJTaLVnJtTVJte�CVnya�LoyoV@SoVEoV�KJn[aJLaJhatTV�LyoVJLV�html

■ ϋローϫーΫ「教育܇࿅څ付੍度」
httQT���XXX�helloXoSL�mhlX�go�KQ�JnTVSance�JnTVSance@eEVcatJon�html

मྃੜϝοηʔδ ྩ࿨�೥ʢ����೥ʣ�݄ೖֶೖࢼ৘ใ
（所属ŋ役職は当࣌）

山口大学キャラクター
ヤマミィ
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福岡教室
第6岡部ビル7F

福岡合同庁舎

福岡第2合同庁舎

九州運輸局

福岡県福岡東
総合庁舎

都ホテル博多

ヨ
ド
バ
シ

カ
メ
ラ

筑
紫
口

Ｊ
Ｒ
博
多
駅

商工中金

広島そごう

広島そごう新館
パセーラ

リーガロイヤル
　　ホテル広島

広島県庁

路面電車
立町紙屋町東紙屋町西

広島銀行本店

本通

県庁前

三菱東京UFJ銀行

広島市信組

明治安田生命

サ
ン
モ
ー
ル

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン

東
急
ハ
ン
ズ

福
屋

パ
ル
コ

野村不動産広島ビル4F
広島教室

54

JR宇部
新川駅

JR琴芝駅

JR東新川駅

JR宇部岬駅

山口宇部空港

JR草江駅

JR常盤駅

常盤湖

ときわ公園

ときわふれあい
センター
    ●

●
宇部
工業高校●

山口大学医学部

宇部市役所
　　●

真締川

宇部港

ケンタッキー
　　●

●ユニクロ

常盤中学校●

●宇部高専

●勤労
　青少年
　　会館

JR宇部線

ジュンテンドー
●

ユーピーアール
スタジアム
● 西中国

信用金庫
●

恩田
交差点

●
三
久

●交番
●
上宇部小学校

コインランドリー
●

超高温材料
研究センター
     ●

●
カ
ッ
タ
の
湯

山
口
宇
部
道
路

沼
交
差
点

参
宮
通
り
山口大学常盤キャンパス
（宇部教室）

広島教室
■ 所在地
　〒730-0032 
　広島県広島市中区立町2番23号 野村不動産広島ビル4階
　TEL・FAX 082-299-1403

■ アクセス
　○　広島電鉄「立町駅」より徒歩１分
　○　アストラムライン「本通駅」または「県庁前駅」より徒歩６分

山口大学常盤キャンパス（宇部教室）
■ 所在地
　〒755-8611
　山口県宇部市常盤台2丁目16番1号（常盤キャンパス）
　TEL 0836-85-9876   FAX 0836-85-9877

■ アクセス
　○　山陽自動車道宇部下関線宇部Ｉ．Ｃより車で１０分
　○　ＪＲ宇部新川駅より山大工学部前までバスで30分
　○　山口宇部空港より車で10分

〒755-8611 山口県宇部市常盤台2丁目16番1号
 URL  https://mot.yamaguchi-u.ac.jp　E-mail  mot@yamaguchi-u.ac.jp

国立大学法人 山口大学大学院技術経営研究科（専門職大学院）

福岡教室
■ 所在地
　〒812-0013 
　福岡県福岡市博多区博多駅東2丁目4番17号 第6岡部ビル7階
　TEL 092-409-8092   FAX 092-409-8093

■ アクセス
　 　ＪＲ博多駅筑紫口より徒歩5分
　 　福岡空港より福岡市営地下鉄でＪＲ博多駅まで6分

福岡教室

宇部教室

広島教室アクセス




